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昭
和
五
十
六
年
度
の
子
宮
が
ん
検

診
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
は
“
満
三
十
歳
以
上
の
婦

人
を
対
象
に
、
申
し
込
み
制
で
行
っ

て
お
り
、
先
日
希
望
者
か
ら
申
し
込

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
が
、
該
当
者
（
申

む
込
み
者
）
は
通
知
書
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
時
で
ど
う

し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、

市
保
健
衛
生
課
（
8
七
±
、
二
二

番
内
線
二
二
七
・
二
二
八
）
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

甥
市
民
プ
ー
ル

　
　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
甥

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
要

項
で
市
民
プ
ー
ル
の
監
視
等
を
行
う

　
　
　
区
分

月
日

受
　
付
　
浮
　
間

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

7
月
17
日
囲

午
前
8
時
30
分
～
1
0
時

＋
日
町
地
区
一
部

午
後
1
時
～
2
時
30
分

十
日
町
地
区
一
部
、
新
座
・
大
井
田
地
区
㎝
部

7
月
18
日
㈹

午
前
8
時
30
分
～
10
時

新
座
・
大
井
田
地
区
一
部
、
中
条
地
区

午
後
1
時
～
2
時
30
分

川
治
地
区
一
部

7
月
20
日
㈲

午
前
8
時
3
0
分
～
10
時

川
治
地
区
｝
部
、
六
箇
地
区
、
吉
田
地
区

午
後
1
時
～
2
時
30
分

下
条
地
区
、
水
沢
地
区

薬
業
組
合
が

　
　
保
冷
機
器
を
寄
付

　
十
日
町
市
薬
業
組
合
（
樋
口
二
郎

組
合
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
市
役
所
を

訪
ず
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

記
念
し
て
、
市
民
の
予
防
衛
生
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
医
薬
品
保
管
専

用
保
冷
庫
、
専
用
自
記
温
度
計
、
冷

凍
庫
が
寄
付
さ
れ
、
市
長
に
寄
付
日

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

　
市
に
は
こ
れ
ま
で
医
薬
品
専
用
の

保
冷
機
器
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
寄
付
に
よ
っ
て
、
日
本
脳
炎
を

は
じ
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
は
し
か
、

B
C
G
、
ジ
フ
テ
リ
ア
等
の
予
防
ワ

ク
チ
ン
が
適
温
に
保
管
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※会場はいずれも保健センター

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
　
大
学
生
以
上
の
健
康
な
男
子

で
泳
げ
る
人

期
間
　
七
月
十
日
～
八
月
三
十
一
日

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時
、
午

後
二
時
～
午
後
八
時
（
二
交
替
制
）

募
集
人
員
　
八
名
程
度

申
込
み
締
切
り
　
七
月
五
日
必
着

申
込
み
等
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
雪
七
－
一
三
二
番
内
線
二
七
五
）

に
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
採
用
者
に

は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

信
用
組
合
下
条
支
店
が

　
収
納
代
理
金
融
機
関
に

　
七
月
一
日
か
ら
、
新
潟
県
信
用
組

合
下
条
支
店
が
市
の
収
納
代
理
金
融

機
関
に
指
定
さ
れ
、
市
税
等
市
の
公

金
の
収
納
事
務
を
取
扱
い
ま
す
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
三
日
囲
　
午
前
八
時
半
～

正
午
ま
で
　
学
校
町
一
丁
目
・
諏
訪

町
・
宮
下
町
西
・
本
町
東
一
丁
目
．

神
明
町
の
各
一
部
、
宮
下
町
東
　
▼

七
月
十
三
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時

半
ま
で
　
八
幡
田
町
の
一
部

　
　
鋤

　
子
月

　
い
6

　
よ
　
い
　
な
　
の
　
歯
　
し
　
む

献血車日程5
日

12
日

匝
日

…
2
6
日

7月3日働　商工会議所前

7月6日（月〉大光相互銀行前

7月30日困　十日町市農協（本所）

7月31日囲　県総合庁舎前
時間はいずれも午前10時～午後3時

．明日といわず今献血しましょう・

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
8
2
の
2
9
5
7
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
3
5
の
2
0
0
3
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

魯
0
2
5
7
6
f
5
の
3
1
6
1
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

雪
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

住　　　所 氏　　名 保護者名

伊達1 渡辺　　学 久夫

ニッ屋 俵山　哲 昭三
春日町3 荻野　智行 敏寛

中　村 南雲　智敬 敬一郎

稲　葉 児玉成一一郎 恒信

土市1 上村　幸 敏夫
河内町 水落　洋介 正則

本町5 波間　典子 昌平

下川原町 酒井　宏基 壽宏

新座4 阿部　里美 俊明

四日町2 高井　雅史 浩一
轟　木 藤木　千種 昭

四日町新田4 宮沢　里美 勉

川治中町 島田　直樹 直芳

安養寺 古沢　潤 幸次
山本4丁目 梧沢　聡子 信行
城之古東 阿部　美穂 靖

乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

7
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
1
月

生
れ
の
児

域全

か
を
。

の
歯
い

児
ら
さ

月
か
だ

カ
す
く

6
ま
て

歳
り
来

3
あ
て

・
が
い

児
診
が

月
検
み

力
科
に

6
歯
い

歳
は
れ

ー
た
き

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

7
月
10
日

　
（
金
V

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

駈
年
1
月

生
れ
の
児

4
カ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

7
月
15
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
3
0
分

56
年
3
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
7
月
29
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
3
時

弱
年
9
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
問

会
　
場
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時

八
箇
小
学
校

笹
之
沢
・
落
之
水
・
池
之
平
．

孕
石
・
長
里
・
控
木

　
　
　
｝

7
月
6
日
帽

午
後
1
時

～
午
後
3
時

大
黒
沢
集
会
場

大
黒
沢
囹
・
小
黒
沢

7
月
7
日
図

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
3
0
分

細
尾
公
民
館

細
尾
・
天
池
・
池
之
尻

午
前
11
時

～
午
前
11
時
30
分

南
雲
冬
季
分
校

南
　
雲

午
後
1
時

～
午
後
1
時
2
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

野
中
小
学
校

漆
島
・
池
沢
・
野
中

7
月
8
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時

当
間
冬
季
分
校

当
　
間

午
前
1
0
時
15
分

～
午
前
1
0
時
45
分

大
石
冬
季
分
校

大
　
石

午
前
11
時

～
午
前
1
1
時
30
分

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
・
市
之
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

姿
公
民
館

姿
丁
二
・
安
養
寺

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

三
和
町
・
四
日
町
新
田
丁
二

・
三

7
月
9
日
困

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

四
日
町
新
田
四
・
四
日
町
二
．
三

7
月
10
日
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時
30
分

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

四
日
町
一
・
四

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

尾
崎
・
五
軒
新
田
・
南
新
田
町

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

新
座
保
育
園

新
座
丁
二
・
本
町
七
－
二

7
月
B
日
側

午
後
1
時

～
午
後
3
時

新
座
保
育
園

新
座
三
・
四
・
本
町
七
ー
｝

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
部
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い

　
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
－

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
諮

　
　
蛎

7危5
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任
期
五
十
六
年
七
月
二
十
日
～
五
十
九
年
七
月
十
九
日

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
十
日
町

市
農
業
委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
出

が
、
七
月
七
日
、
八
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
立
候
補
者
が
、

委
員
の
定
数
と
同
数
だ
っ
た
の
で
無

投
票
と
な
り
、
市
選
管
で
は
十
七
日

選
挙
会
を
開
き
、
二
十
六
名
の
当
選

を
確
定
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
農
業
委
員
会
は
、
選
挙

に
よ
る
委
員
二
十
六
名
、
市
長
が
選

任
す
る
委
員
五
名
の
計
三
十
一
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
選
後
第
一
回
総
会
を
、
二
十
七

日
に
開
き
、
会
長
、
農
地
、
農
政
の

　
　
　

　
　
日

　
　
9

　
　
　

　
　
月

　
　
ア

　
　
年

　
　
5
9

　
　
　
～
員
帽

　
　
用
委
幻

　
　
5
6

業
欄

　
　
（

農新

各
部
会
長
、
部
会
の
構
成
な
ど
を
決

め
ま
す
。
な
お
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
任
期
中
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
の
仕
事

　
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
、

一
、
優
良
農
地
の
保
全
や
確
保
と
他

の
用
途
へ
の
転
用
の
適
正
化
を
は
か

る
仕
事

二
、
農
用
地
の
有
効
利
用
と
流
動
化

を
促
進
し
、
規
模
拡
大
に
よ
る
農
業

生
産
力
の
増
強
を
は
か
る
農
用
地
利

用
増
進
法
関
係
の
仕
事

三
、
農
地
の
集
団
化
と
経
営
規
模
拡

大
を
す
る
た
め
の
農
地
保
有
合
理
化

事
業
を
進
め
る
仕
事

四
、
農
地
紛
争
に
対
し
て
の
仲
介
、

和
解
を
早
く
公
正
に
処
理
す
る
仕
事

　
特
に
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

が
重
要
な
仕
事
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
農
業
者
年
金

二
、
農
業
所
得
課
税
標
準
の
適
正
化

三
、
農
業
後
継
者
対
策

四
、
米
生
産
調
整
対
策

五
、
出
稼
対
策

策1選挙区
（定員6名）

斎木　　俊夫働無新　落之水
遠　　田　　恵鮒無新　川治上町

旧＋日町、川治村、 岡村　　建治岡無前　北新田第2
六箇村の区域 村山隆太郎餌無前　西浦東

小林　　賢祐國無前　津　池

福崎　　彦造岡無新　田　麦

第2選挙区
（定員6名）

大島　　廣榮㈲共新　蕨　平

岩田　　光平611無新　中条旭町

旧中条村の区城 小林　　龍梧側無前　中条島

水落　　留吉鮒無新　宇田ケ沢

山田　　正吉団無前　四日町第3
滝沢　　重治闘無新　四日町第2

第3選挙区
丸　山　　滋倒無前　南鐙坂

（定員4名） 尾身　　正徳測共前　中　平

旧吉田村の区城 柳　　重太郎㈲無前　高島第2
入田　　富治お窃無前　稲　葉

篤4選挙区
（定員4名）

井　　川　　　勇㈲無前　貝ノ川

上村　　完治鯛無前　岩　野

旧下条村の区域 水落象次郎㈲無新　二　子
小林　　良章㈹無前　原

第5選挙区
（定員6名）

福島　　良貞㊤①無新　水沢第3
鈴　　木　　武611無前　大　石

旧水沢村の区域 保坂　　兼弘団無前　姿第2
上村　　国平岡無前　土市第・1
山　　本　　　茂図無新　漆　島

宮　　沢　　　孝⑬無前　小黒沢

市長が選任する
委員

庭野甚兵衛鮒　　　市農協
庭野　　重信6①　　　市農業共済組合

宮沢　　健一61》　　市議会

橋本　　貞一61》　　市議会

遠田　　金市㈲　　　市議会

8月1日馨栗』、，

　　～身障者・ボランティアを対象に～
〔時間コ身障者など…午後4：00～6二30・一般…午後3：00～4：00、6二30～700

誉
彩
獣

鰻

ノ
　
／

　
市
で
は
毎
月
一
日
に
「
市
民
と
語
る
日
」
を
開

催
し
、
広
く
市
民
の
声
を
お
聞
き
し
、
行
政
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
国
際

障
害
者
年
で
も
あ
り
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
ま
た
、
身
障
者
問
題
に
関
心

の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
政

に
反
映
さ
せ
る
「
市
民
と
語
る
日
」
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
　
「
市
民
と
語
る
日
」
の
時
間
は
、
三
時

～
七
時
ま
で
で
す
が
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
な
ど
を

対
象
に
し
た
時
間
は
、
午
後
四
時
～
六
時
三
十
分

ま
で
と
し
、
そ
の
前
後
に
一
般
の
か
た
の
時
間
と

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
三
六
V
へ
。

劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応

　
　
　
　
　
八
月
一
日
～
七
日
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

限
り
あ
る
水
を
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
。

轡
奪
水
の
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
o
　
　
＼
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　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’麟　　　　　　　　　　　　　　　　磯

　　　　　　　　　　　ヨ 　▲鴇瓢・〉、濃麟騨

雛糊
　　　▲母子魚つり競争

　　驚嘆絶句の連続わざ！

一中国聾雑技団
　　　　　友好公演

　とき
　8月19日（水）

与訴麦1日寺・7日寺

ところ

十日町市民体育館

入場料

大人2，000円

小人1，000円

入場券取扱所
●市内理容院
．＋日町公演実行委員会事務局1

　　（奮H251番）＿」

購

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

国
民
年
金

く“龍。登場

（名ケ山中

平チーム）

衣裳替えレ
も大変です
（真田

　チーム）

　
誕
生
月
に
は
現
況
届
を

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
か
ら
提

出
し
て
い
た
だ
く
現
況
届
は
、
本
人

の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

七
月
生
ま
れ
の
人
は
、
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
提
出
す
る
わ
け
で
す
。
こ

の
現
況
届
の
提
出
を
怠
る
と
年
金
の

支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の

お
よ
そ
一
ヵ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か

ら
お
送
り
し
ま
す
。
用
紙
が
届
い
た

ら
市
民
生
活
課
窓
口
で
証
明
を
受
け

社
会
保
険
庁
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
…
選
択
届
と
は
？

　
国
民
年
金
に
は
各
種
の
給
付
が
あ

り
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
る
の
は
ひ
と

つ
で
す
。
例
え
ば
、
中
年
で
障
害
者

に
な
り
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

主
婦
は
、
夫
が
死
亡
す
る
と
母
子
年

金
を
受
け
る
資
格
が
で
き
ま
す
が
、

両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

若
年
で
事
故
等
に
よ
り
障
害
年
金
を

受
け
て
い
た
男
性
は
、
六
十
五
歳
に

な
る
と
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
が

で
き
ま
す
が
（
六
十
～
六
十
四
歳
は

減
額
年
金
V
こ
の
時
も
、
受
け
る
年

金
は
ひ
と
つ
で
す
。

　
い
ず
れ
も
有
利
な
年
金
を
選
ん
で

市
民
生
活
課
年
金
係
へ
受
給
選
択
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
四
、
五
、
六
月
分
の
保
険
料
は
納

入
い
た
だ
き
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め

て
い
な
い
か
た
は
お
早
め
に
。
保
険

料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一
事
故

に
あ
っ
た
と
き
、
障
害
、
母
子
年
金

な
ど
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将

来
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、
も
う
一
度
お
調
べ
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活

課
年
金
係
（
B
七
⊥
一
二
一
一
番
内

線
一
二
七
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

（3）Illl”1”””II”llllと6”93δぢ」ワ2…D廿」臨”II”ll”””llll”1”””””IIIlll””1“1”“1””1”ll”lll””””II”1”1”Ill”””“1”1川1”llII””1””””川ll””ll”ll”1昭和56年7月25日

学校

試みレ・

げて

戦一

年
砂
大

今

の
応蹴

〈幼児の

風船とりレ

1。登場

3負けるな豪雪）

V4の岩野・栄町

　・禰鰍

▲“克雪

（勝つr

～応援6

〉
今
年
か
ら
の
手
づ
く
り
優
勝
旗
は

　
　
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
（
上
新
田
）

／応扱
リーダーの

　数でも
負けないゾ

南中学校

▲ダイコン片手に

　第5地区の応援

暑さ織謬『
▼山本地区の父
　ちゃんたちトン汁づ

どもたちは＼

会より

モチャ屋さん

障
害
者
で
二
十
歳
に
な
っ
た
人
に

障
害
福
祉
年
金
が
．
－
．
－

　
障
害
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
期
間
中
に
か
か
っ
た
病
気

や
ケ
ガ
の
た
め
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国

民
年
金
の
加
入
は
、
二
十
歳
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
す
で
に
障
害
の
あ

る
人
や
、
生
ま
れ
1
・
き
の
障
害
者
で

不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
人
に
は

二
十
歳
に
な
れ
ば
、
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
児
童
が
二
r
歳
に
な
る
と
手

当
が
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

二
十
歳
か
ら
障
害
福
祉
年
金
が
請
求

で
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
も
つ
児

童
が
施
設
に
入
所
す
る
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

二
十
歳
に
な
る
と
入
所
・
在
宅
に
関

係
な
く
障
害
福
祉
年
金
が
請
求
で
き

ま
す
。
こ
の
年
金
は
障
害
の
程
度
に

ょ
っ
て
一
級
と
二
級
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
他
人

2級程度の障害とは

の
助
け
が
な
け
れ
ば
身
の
ま
わ
り
の

こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の
が
一

級
。
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
で
き
る

が
、
と
き
に
は
他
人
の
助
け
が
必
要

な
程
度
の
も
の
が
二
級
で
す
。

　
〉
　
●
一
級
…
四
十
三
万
二
千
円

額
（
月
額
三
万
六
千
円
）

金
　
　
　
●
二
級
…
二
十
八
万
八
千
円

年
　
く
　
　
　
　
（
月
額
二
万
四
千
円
）

　
国
民
年
金
は
本
人
が
請
求
し
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
二
十
歳
前

に
重
い
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
身
体

障
害
者
に
な
っ
た
人
は
、
，
二
十
歳
に

な
っ
た
月
に
年
金
の
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
福
祉
年
金
は
費
用

の
全
額
を
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支
給

さ
れ
る
た
め
、
本
人
・
扶
養
義
務
者

な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課

年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

障害の部位 障害または病状の程度

目
メガネをかけて、両方の視力の合
計が0．08以下程度

耳
耳もとで大声でどなれば、やっと
聞こえる程度

平衡機能
眼を開いても10m以上まっすぐ歩
くことができない程度

そしゃく機能 流動食以外食べられない程度

音声・言語
身ぶりや文字などでしか意志の伝
達ができない程度

●上腕の障害…片腕の切断、また
は関節の強直などで使用不能な
程度

●下肢の障害…片足の切断、また

肢　　　　体
は股や膝等の障害で立ったりし
ゃがんだり、歩くことが困難な
程度

体幹の障害…室内では移動が可
能であるが、屋外では補助具が
なければ歩けない程度

長期にわたって安静を必要とする

内　　　部 ために、日常生活に著しい制限が
加えられる程度

精神分裂、精神薄弱などの障害に

精　　　神 より、単純な日常生活はできるが
社会生活ができない程度
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雛糊
　　　▲母子魚つり競争

　　驚嘆絶句の連続わざ！

一中国聾雑技団
　　　　　友好公演

　とき
　8月19日（水）

与訴麦1日寺・7日寺

ところ

十日町市民体育館

入場料

大人2，000円

小人1，000円

入場券取扱所
●市内理容院
．＋日町公演実行委員会事務局1

　　（奮H251番）＿」

購

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

国
民
年
金

く“龍。登場

（名ケ山中

平チーム）

衣裳替えレ
も大変です
（真田

　チーム）

　
誕
生
月
に
は
現
況
届
を

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
か
ら
提

出
し
て
い
た
だ
く
現
況
届
は
、
本
人

の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

七
月
生
ま
れ
の
人
は
、
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
提
出
す
る
わ
け
で
す
。
こ

の
現
況
届
の
提
出
を
怠
る
と
年
金
の

支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の

お
よ
そ
一
ヵ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か

ら
お
送
り
し
ま
す
。
用
紙
が
届
い
た

ら
市
民
生
活
課
窓
口
で
証
明
を
受
け

社
会
保
険
庁
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
…
選
択
届
と
は
？

　
国
民
年
金
に
は
各
種
の
給
付
が
あ

り
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
る
の
は
ひ
と

つ
で
す
。
例
え
ば
、
中
年
で
障
害
者

に
な
り
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

主
婦
は
、
夫
が
死
亡
す
る
と
母
子
年

金
を
受
け
る
資
格
が
で
き
ま
す
が
、

両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

若
年
で
事
故
等
に
よ
り
障
害
年
金
を

受
け
て
い
た
男
性
は
、
六
十
五
歳
に

な
る
と
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
が

で
き
ま
す
が
（
六
十
～
六
十
四
歳
は

減
額
年
金
V
こ
の
時
も
、
受
け
る
年

金
は
ひ
と
つ
で
す
。

　
い
ず
れ
も
有
利
な
年
金
を
選
ん
で

市
民
生
活
課
年
金
係
へ
受
給
選
択
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
四
、
五
、
六
月
分
の
保
険
料
は
納

入
い
た
だ
き
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め

て
い
な
い
か
た
は
お
早
め
に
。
保
険

料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一
事
故

に
あ
っ
た
と
き
、
障
害
、
母
子
年
金

な
ど
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将

来
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、
も
う
一
度
お
調
べ
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活

課
年
金
係
（
B
七
⊥
一
二
一
一
番
内

線
一
二
七
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

（3）Illl”1”””II”llllと6”93δぢ」ワ2…D廿」臨”II”ll”””llll”1”””””IIIlll””1“1”“1””1”ll”lll””””II”1”1”Ill”””“1”1川1”llII””1””””川ll””ll”ll”1昭和56年7月25日

学校

試みレ・

げて

戦一

年
砂
大

今

の
応蹴

〈幼児の

風船とりレ

1。登場

3負けるな豪雪）

V4の岩野・栄町

　・禰鰍

▲“克雪

（勝つr

～応援6

〉
今
年
か
ら
の
手
づ
く
り
優
勝
旗
は

　
　
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
（
上
新
田
）

／応扱
リーダーの

　数でも
負けないゾ

南中学校

▲ダイコン片手に

　第5地区の応援

暑さ織謬『
▼山本地区の父
　ちゃんたちトン汁づ

どもたちは＼

会より

モチャ屋さん

障
害
者
で
二
十
歳
に
な
っ
た
人
に

障
害
福
祉
年
金
が
．
－
．
－

　
障
害
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
期
間
中
に
か
か
っ
た
病
気

や
ケ
ガ
の
た
め
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国

民
年
金
の
加
入
は
、
二
十
歳
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
す
で
に
障
害
の
あ

る
人
や
、
生
ま
れ
1
・
き
の
障
害
者
で

不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
人
に
は

二
十
歳
に
な
れ
ば
、
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
児
童
が
二
r
歳
に
な
る
と
手

当
が
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

二
十
歳
か
ら
障
害
福
祉
年
金
が
請
求

で
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
も
つ
児

童
が
施
設
に
入
所
す
る
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

二
十
歳
に
な
る
と
入
所
・
在
宅
に
関

係
な
く
障
害
福
祉
年
金
が
請
求
で
き

ま
す
。
こ
の
年
金
は
障
害
の
程
度
に

ょ
っ
て
一
級
と
二
級
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
他
人

2級程度の障害とは

の
助
け
が
な
け
れ
ば
身
の
ま
わ
り
の

こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の
が
一

級
。
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
で
き
る

が
、
と
き
に
は
他
人
の
助
け
が
必
要

な
程
度
の
も
の
が
二
級
で
す
。

　
〉
　
●
一
級
…
四
十
三
万
二
千
円

額
（
月
額
三
万
六
千
円
）

金
　
　
　
●
二
級
…
二
十
八
万
八
千
円

年
　
く
　
　
　
　
（
月
額
二
万
四
千
円
）

　
国
民
年
金
は
本
人
が
請
求
し
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
二
十
歳
前

に
重
い
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
身
体

障
害
者
に
な
っ
た
人
は
、
，
二
十
歳
に

な
っ
た
月
に
年
金
の
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
福
祉
年
金
は
費
用

の
全
額
を
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支
給

さ
れ
る
た
め
、
本
人
・
扶
養
義
務
者

な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課

年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

障害の部位 障害または病状の程度

目
メガネをかけて、両方の視力の合
計が0．08以下程度

耳
耳もとで大声でどなれば、やっと
聞こえる程度

平衡機能
眼を開いても10m以上まっすぐ歩
くことができない程度

そしゃく機能 流動食以外食べられない程度

音声・言語
身ぶりや文字などでしか意志の伝
達ができない程度

●上腕の障害…片腕の切断、また
は関節の強直などで使用不能な
程度

●下肢の障害…片足の切断、また

肢　　　　体
は股や膝等の障害で立ったりし
ゃがんだり、歩くことが困難な
程度

体幹の障害…室内では移動が可
能であるが、屋外では補助具が
なければ歩けない程度

長期にわたって安静を必要とする

内　　　部 ために、日常生活に著しい制限が
加えられる程度

精神分裂、精神薄弱などの障害に

精　　　神 より、単純な日常生活はできるが
社会生活ができない程度



7月25日からi塩ノ孟譲轟公園

　　　1部開園一iテニスコ＿卜
　　　　　　　　　　i（仮）管理棟

　市が林業構造改善村落特別対

策事業として6，000万円の事業

費で造成が進められていた塩ノ

又森林運動公園が、このほど一

部完成し7月25日から開園しま

した。この公園は、地域振興の

ため重要な役割を担っており、

管理等はすべて地域の皆さんが

行うことになっています。活発な

利用をお願いします。

り
入
る

・リロ

緬　　　A
運動広場

　囮便所

〆穫繭へi
↓トリムコーづi

↓
1
』
V
＆

梅ムコ＝ス休養広場

休養広場
室内所　　　　　　　：
　　　　　琳i

　　↑i

登り・↑i

』ノ　　　　●　　　潮　　　　9　　　　　　　　　さ発おりロi

　　　　管理・申込先
公園内には管理棟・案内所が設置され、六箇
地区において管理組合を組織して管理しま
す。申込みは電話が入るまでは直接公園へ
おいでになるか、林福市さん（82－2220番）
まで連絡を

位 置 　用料金
　1時間1，000円（1面）
子供（弱姓以下）300円・大人500円

●十目町市塩ノ又地区（六箇）

●十目町市街地から約10km

自動車で一般県道十日町塩沢線経
由約20分（バスはニツ屋で終点で

すのでご注意を〉

利

　　　　利用時間・休日など

●テニスコート・トリムコースの利用は午前9
　時～午後5時まで（平日・休日ともに）
●休養広場でのキャンプファイヤーは午後10時
　まで。

●定休日は第2・4月曜日の予定です。
●利用期間は5月上旬から11月上旬ごろ。

　　　　駐車場・水道など
駐車場は現在設置されていませんので、運動広

場、休養広場を利用ください。水道は運動広場

にあります。また電話はしばらくの間入りませ
んのでご注意ください。

●テニスコート

●トリムコース

　〔団体（30人以上）は1人にっき50円割引しますコ

●炊事用のまき　実費で斡旋しま．す

●キャンプファイヤー用のまき　1回1，000円

雨天でも使用可能なテニスコートが2面整備されてい

ます。クラブ活動や余暇を利用して塩ノ又でテFスを

始めてみませんか。

◎ネットは案内所に用意してあります。

◎ラケット・シューズ・球などは、当分の間ご自分で

　用意してください。 この広場にはことし中に遊

具・ベンチ（円型テーブル）

が設置され、芝生も植え込

まれますが、現在は整地さ

れた状態のままです。将来

キャンプ場ができるまでは、

ここをキャンプにご利用く

ださい。炊事用・キャンプ

ファイヤー用のまきは用意

してありますが、テント

はんごうなどはご用意くだ

さいα

．1襲賭鰹纏颯嚢
市では、廃校になった六箇小学校塩ノ又分校

を市研修センターに転用し、7月25日にオープ

ンしました。森林運動公園の施設ではありま

せんが、同公園での研修も含めて夏期訓練・

合宿などにご利用ください。

◎料　金
　日帰り　15人以内2，000円、16人以上3，000円

　1泊2日　15人以内5，000円、16人以上7，000円

◎施設　研修室1、宿泊室3、炊事室1
◎申込み　十日町市役所総務課人事秘書係

　　　　　（魯7－3111番内線233）

愛称を「塩の又山荘」といいます
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労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三
十
一

日
現
在
で
常
用
労
働
者
一
～
二
十
九

人
の
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
～
二
十
九
人
規

模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
、
雇
用
の
実
情
を
調
べ
、
こ
こ
に

働
く
人
達
の
諸
施
策
の
基
礎
資
料
に

す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
八
月
上
旬
か
ら
調
査
の
対
象
と
な

る
事
業
所
に
は
統
計
調
査
員
が
お
訪

ね
し
ま
す
が
、
調
査
し
た
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
統
計
を
作
る
資
料
で
す

か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
多
忙
の

こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
の
重

要
性
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。〈
調
査
対
象
地
域
〉

（
水
野
町
・
若
宮
町
）
　
（
諏
訪
町
・

神
明
町
）
　
（
高
山
四
・
高
田
町
五
・

高
田
町
六
・
卸
売
市
場
）
　
（
山
際
・

岩
野
）
　
（
田
麦
・
ニ
ツ
屋
・
船
坂
・

塩
ノ
又
）

　
詳
し
く
は
市
総
務
課
企
画
広
報
係

8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
八
、

又
は
新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課
8

0
二
五
二
－
二
一
二
－
五
五
一
一
番
内

線
一
一
二
四
九
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

パ
ロ
マ
湯
沸
器

中
　
古

四
万
五
千

～
五
万
円

シ
ル
バ
ー
編
機

中
　
　
古

六
万
円

ソ
ニ
ー
ス
テ
レ
オ

〃

四
万
円

〃

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

日
立
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千

～
二
万
円

ゴ
　
ム
　
編
　
機

〃

一
万
九
千
円

裁
　
　
　
　
　
板

〃

一
万
円

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

〃

三
万
円

コ
ロ
ン
ビ
ア

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

〃

十
三
万
～

十
五
万
円

ス
チ
ー
ル
黒
板

〃

六
千
円

足
ふ
み
ミ
シ
ン

〃

二
万
円

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

子
供
用
自
転
車

〃

二
万
円

ホ
ン
ダ
ダ
ッ
ク
ス

（
50
㏄
）

〃

一
万
円
位

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス

〃

無
　
　
料

ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ナ
グ
リ
ル

〃

五
千
円

足
踏
式
四
輪
車

（
三
、
四
歳
用
）

〃

〃

シ
ビ
ッ
ク

普
通
タ
イ
ヤ

〃

七
千
円

市展ポスター

　　　　入賞者

入選　小海正秀

　　　　　　（稲荷町3南）

佳作　岡田征六（中条中町）

　〃　樋熊正信（新座3）

　〃　大町啓子（四日町1）

原
水
爆
禁
止

　
　
十
日
町
市
民
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
参
加
を
1

　
八
月
六
日
、
私
達
は
今
年
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
原
爆
の
日
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
三
十
六
年
前
の
こ
の
日
、
広
島
市

街
地
に
投
下
さ
れ
た
一
発
の
原
子
爆

弾
は
、
強
烈
な
熱
線
と
爆
風
に
よ
っ

て
一
瞬
に
し
て
十
数
万
人
の
尊
い
生

命
を
奪
い
、
多
数
の
人
々
を
次
々
に

傷
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
九
日
に
再

び
長
崎
で
同
じ
こ
と
が
繰
り
か
え
さ

れ
ま
し
た
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
で

は
、
人
類
が
存
続
す
る
た
め
に
核
兵

器
は
勿
論
、
戦
争
そ
の
も
の
の
廃
絶

を
、
と
全
市
的
運
動
と
し
て
訴
え
続

け
被
爆
者
救
援
活
動
な
ど
強
力
に
平

和
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
、
八
月
六
日
午
前
八
時
か

ら
、
十
日
町
市
民
会
館
で
原
水
爆
禁

止
十
日
町
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
夏
休
み
映
写
会
と
し

て
、
映
画
「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
」
を
上
記
の
通
り
上
映
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
映
画
は
、
世
界
的
に
名
高
い
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
を
取
材
し
、
美
術
鑑
賞
の
理
解
と
よ
ろ
こ
び
を
深
め

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
又
、
ギ
リ

シ
ャ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ク
な
ど
の
各
地
ロ
ケ
を
含
め
、
美

術
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
人
間
と
美
の
か
か
わ
り
に

せ
ま
っ
た
歴
史
映
画
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

界
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
る
映
画
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ジ
プ
ト
編
（
カ
ラ
i
三
十
分
》

　
　
　
　
　
も

②
ギ
リ
シ
ァ
・
ロ
ー
マ
・
中
世
編
（
カ
ラ
ー
二
十
七
分
）

③
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
編
（
カ
ラ
ー
二
十
七
分
）

④
バ
・
ッ
ク
・
古
典
・
・
マ
ン
編
（
カ
ラ
ー
三
十
分
）

⑤
ル
ー
ブ
ル
の
歴
史
と
意
義
（
カ
ラ
ー
十
五
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
監
修
／
高
階
　
　
秀
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
脚
本
／
谷
川
俊
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
音
楽
／
武
満
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
語
り
／
岸
田
今
日
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
監
督
／
岡
崎
　
　
宏
三

博
物
館
資
料
（
七
月
分
）

あ
U
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

小
島
松
三
郎
（
下
条
本
町
代
表
）

池
田
　
信
栄
（
焼
野
）

阿
部
久
莫
子
（
高
田
町
三
東
）

庭
野
　
栄
作
（
泉
町
）

野
上
　
定
雄
（
高
島
一
）

俵
山
　
利
久
（
ニ
ツ
屋
）

滝
沢
　
栄
輔
（
本
町
一
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
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参
加
団
体
を
募
集
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
　
1
市
民
芸
能
祭
秋
の
部

　
秋
の
部
の
市
民
芸
能
祭
の
参
加
団

体
を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。
文
化
・
芸
術
の
秋
に
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
対
象
…
…
音
楽
、
民
踊
（
謡
）
、
詩

吟
、
演
劇
な
ど
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
発
表
で
き
る
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
グ
ル
ー
プ
。

▼
発
表
の
日
：
ろ
ぎ
の
日
の
い
ず
れ

か
一
日
。
（
演
劇
を
除
い
て
、
時
間
は

一
団
体
二
十
分
程
度
）

。
十
月
十
六
・
二
十
・
二
十
三
・
三

十
日・
十
一
月
六
・
十
五
日

▼
申
込
み
－
…
八
月
三
十
一
日
ま
で

民踊講習会
～盆踊りの講習会へどうぞ～

●期日　8月7日囲

●時間　午後7時～9時半

●場所　市民体育館

●対象　年齢性別は不問

●申込　当日会場で受付

会大踊民

　～民踊・盆踊りを盛大に～

●期日　8月16日（日）

●時間　午後6時半～9時半

●場所　市民体育館

●対象　どなたでも参加できます

訓
練
生
を
募
集
（
昭
和
57
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
●
年
齢
　
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下

　
●
願
書
受
付

　
　
九
月
一
日
～
十
月
二
十
日

　
●
選
考
日
　
十
月
三
十
日
㈲

　
●
そ
の
他
　
遠
方
の
か
た
は
、
寄

　
　
宿
舎
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
魚
沼
高
等
職

業
訓
練
校
（
奮
〇
二
五
七
九
四
ー
二

四
一
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

に
十
日
町
市
公
民
館
本
館
ま
た
は
、

各
地
区
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
…
十
日
町
市
公
民

館
事
業
係
（
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

穂
掴
虎
雄

　
　
、
講
演
会

禦
題『
男
の
生
き
ざ
ま
』

と
　
き八
月
七
日
囲

　
　
　
　
午
後
六
時
半
よ
り

と
こ
ろ
、
，

、
市
民
会
館
ホ
ー
ル

廉
入
鰯
琳
素
料
で
ず
盈

、
多
数
ご
来
場
ぐ
だ
ざ
い
。

J
C
ス
ク
ー
ル
の

講
演
を
一
般
公
開

騰
講
師
プ
O
フ
ィ
聾
ル
リ

　
，
昭
和
十
三
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。

小
学
校
三
年
の
時
、
幼
い
弟
を
医
者

に
診
て
も
ら
え
ず
失
う
。
こ
の
悲
し

い
体
験
か
ら
医
師
を
志
し
苦
学
の
末

阪
大
医
学
部
に
入
学
。
卒
業
後
、
．
日

本
の
医
療
の
矛
盾
、
荒
廃
に
射
し
、

医
療
法
人
徳
洲
会
を
設
立
、
全
国
の

．
医
療
荒
廃
の
地
に
病
院
を
開
設
せ
ん

と
粛
奔
西
走
し
て
い
る
。

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
高
等
学

校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
訓
練
生
を

つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
●
募
集
訓
練
科

　
　
　
電
気
施
設
科
　
二
十
名

　
　
　
測
量
科
　
　
　
二
十
名

　
●
応
募
資
格

　
　
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
昭
和
五

　
　
十
七
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
）

県
芸
術
祭
文
芸
部
門
作
晶
募
集

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
文
芸

の
振
興
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
六

年
度
芸
術
祭
文
芸
部
門
の
作
品
を
つ

ぎ
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

■
種
目
　
小
説
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

　
　
　
川
柳
（
各
種
目
と
も
一
般
・

　
　
　
高
校
の
部
）

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
者
は
だ
れ

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
賞
　
入
選
作
品
の
う
ち
優
秀
作
品

は
各
種
目
一
編
ず
つ
芸
術
祭
賞
を
授

与
す
る
。

■
応
募
上
の
注
意

　
応
募
は
一
種
眉
一
編
に
限
る
。
一

人
二
種
目
以
内
。
原
稿
は
返
却
せ
ず

■
締
切
日
　
十
月
九
日
囲

■
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
教
育

課
（
8
七
ー
五
〇
一
一
番
）
へ
．

十日町の

噸
㌧入

なりました』

ん
ら

▼
横
浜
生
ま
れ
の
横
浜
育
ち
で
こ
の

四
月
か
ら
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の

よ
、
市
内
四
日
町
四
の
滝
沢
由
美
さ

ん
で
す
。
夫
の
泰
之
輔
さ
ん
（
会
社

役
員
）
と
は
、
学
生
時
代
に
ス
ギ
ー

で
知
り
合
い
、
そ
の
後
四
年
問
の
交

際
を
経
て
今
春
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

▼
「
今
冬
の
豪
雪
の
こ
と
は
、
マ
ス

コ
ミ
や
写
輿
な
ど
で
見
て
驚
く
ば
か

り
で
し
た
が
、
そ
ん
な
中
の
生
活
を

わ
か
ら
な
い
な
が
ら
に
考
え
る
と

恐
し
い
気
が
す
る
ん
で
す
よ
」
と
、

夫
の
泰
之
輔
さ
ん
に
、
交
通
の
こ
と

冬
期
間
の
食
物
の
こ
と
な
ど
を
、
主

婦
の
立
場
か
ら
、
聞
き
出
し
て
い
ま

し
た
。

▼
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
「
皆

さ
ん
が
親
切
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
傷
そ
れ
と
た
べ
も
の
、
特
轟

す
し
と
そ
ば
が
美
味
し
い
と
思
い
諜
、

し
た
．
た
だ
、
こ
の
省
霧
墓
課

な
ど
お
穣
段
が
少
し
海
艶
よ
ケ
灘
灘

・
が
し
ま
す
。
｝

　
　
「
先
貝
、
十
七
夜
の
お
祭
り
に
行

き
ま
し
た
が
、
都
会
の
．
そ
れ
ど
獄
、
、
』

全
く
違
う
、
素
朴
な
良
さ
を
感
¢
叢

し
九
。
」

▼
テ
ニ
ス
と
旅
行
と
い
う
趣
殊
あ
蕪

通
す
る
お
二
人
で
す
が
、
　
『
こ
れ
勢
冨

ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
時
間
磯
懲

約
め
中
で
も
、
自
分
奎
人
の
藩

ス
を
大
事
に
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
勲

を
考
え
て
ゆ
き
た
い
』
と
、
や
秦
戯
・

　
　
き
び
し
い
夫
の
泰
之
輔
さ
悔
瀧

ル
を
注
ぎ
な
が
ら
、
将
来
の
憲

　
と
を
話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
懇
趨
・

　
た
。

「
ア
ジ
ア
・
現
代
と
未
来
」
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　
県
海
外
派
遣
連
絡
協
議
会
と
青
年

の
船
の
会
が
主
催
し
て
、
　
「
青
年
の

船
」
に
参
加
し
た
青
年
達
の
訪
問
国

で
の
友
好
・
親
善
活
動
を
中
心
に
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
展
「
ア
ジ
ア
・
現
代

と
未
来
」
を
開
催
し
ま
す
。

8
月
1
日
困
午
後
一
時
～
八
時

8
月
2
目
㈲
午
前
十
時
～
午
後
八
時

　
於
・
十
日
町
市
公
民
館

（
入
場
は
無
料
）
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労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三
十
一

日
現
在
で
常
用
労
働
者
一
～
二
十
九

人
の
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
～
二
十
九
人
規

模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
、
雇
用
の
実
情
を
調
べ
、
こ
こ
に

働
く
人
達
の
諸
施
策
の
基
礎
資
料
に

す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
八
月
上
旬
か
ら
調
査
の
対
象
と
な

る
事
業
所
に
は
統
計
調
査
員
が
お
訪

ね
し
ま
す
が
、
調
査
し
た
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
統
計
を
作
る
資
料
で
す

か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
多
忙
の

こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
の
重

要
性
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。〈
調
査
対
象
地
域
〉

（
水
野
町
・
若
宮
町
）
　
（
諏
訪
町
・

神
明
町
）
　
（
高
山
四
・
高
田
町
五
・

高
田
町
六
・
卸
売
市
場
）
　
（
山
際
・

岩
野
）
　
（
田
麦
・
ニ
ツ
屋
・
船
坂
・

塩
ノ
又
）

　
詳
し
く
は
市
総
務
課
企
画
広
報
係

8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七
八
、

又
は
新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課
8

0
二
五
二
－
二
一
二
－
五
五
一
一
番
内

線
一
一
二
四
九
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

パ
ロ
マ
湯
沸
器

中
　
古

四
万
五
千

～
五
万
円

シ
ル
バ
ー
編
機

中
　
　
古

六
万
円

ソ
ニ
ー
ス
テ
レ
オ

〃

四
万
円

〃

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

日
立
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千

～
二
万
円

ゴ
　
ム
　
編
　
機

〃

一
万
九
千
円

裁
　
　
　
　
　
板

〃

一
万
円

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

〃

三
万
円

コ
ロ
ン
ビ
ア

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

〃

十
三
万
～

十
五
万
円

ス
チ
ー
ル
黒
板

〃

六
千
円

足
ふ
み
ミ
シ
ン

〃

二
万
円

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

子
供
用
自
転
車

〃

二
万
円

ホ
ン
ダ
ダ
ッ
ク
ス

（
50
㏄
）

〃

一
万
円
位

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス

〃

無
　
　
料

ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ナ
グ
リ
ル

〃

五
千
円

足
踏
式
四
輪
車

（
三
、
四
歳
用
）

〃

〃

シ
ビ
ッ
ク

普
通
タ
イ
ヤ

〃

七
千
円

市展ポスター

　　　　入賞者

入選　小海正秀

　　　　　　（稲荷町3南）

佳作　岡田征六（中条中町）

　〃　樋熊正信（新座3）

　〃　大町啓子（四日町1）

原
水
爆
禁
止

　
　
十
日
町
市
民
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
参
加
を
1

　
八
月
六
日
、
私
達
は
今
年
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
原
爆
の
日
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
三
十
六
年
前
の
こ
の
日
、
広
島
市

街
地
に
投
下
さ
れ
た
一
発
の
原
子
爆

弾
は
、
強
烈
な
熱
線
と
爆
風
に
よ
っ

て
一
瞬
に
し
て
十
数
万
人
の
尊
い
生

命
を
奪
い
、
多
数
の
人
々
を
次
々
に

傷
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
九
日
に
再

び
長
崎
で
同
じ
こ
と
が
繰
り
か
え
さ

れ
ま
し
た
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
で

は
、
人
類
が
存
続
す
る
た
め
に
核
兵

器
は
勿
論
、
戦
争
そ
の
も
の
の
廃
絶

を
、
と
全
市
的
運
動
と
し
て
訴
え
続

け
被
爆
者
救
援
活
動
な
ど
強
力
に
平

和
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
、
八
月
六
日
午
前
八
時
か

ら
、
十
日
町
市
民
会
館
で
原
水
爆
禁

止
十
日
町
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
夏
休
み
映
写
会
と
し

て
、
映
画
「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
」
を
上
記
の
通
り
上
映
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
映
画
は
、
世
界
的
に
名
高
い
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
を
取
材
し
、
美
術
鑑
賞
の
理
解
と
よ
ろ
こ
び
を
深
め

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
又
、
ギ
リ

シ
ャ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ク
な
ど
の
各
地
ロ
ケ
を
含
め
、
美

術
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
人
間
と
美
の
か
か
わ
り
に

せ
ま
っ
た
歴
史
映
画
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

界
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
る
映
画
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ジ
プ
ト
編
（
カ
ラ
i
三
十
分
》

　
　
　
　
　
も

②
ギ
リ
シ
ァ
・
ロ
ー
マ
・
中
世
編
（
カ
ラ
ー
二
十
七
分
）

③
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
編
（
カ
ラ
ー
二
十
七
分
）

④
バ
・
ッ
ク
・
古
典
・
・
マ
ン
編
（
カ
ラ
ー
三
十
分
）

⑤
ル
ー
ブ
ル
の
歴
史
と
意
義
（
カ
ラ
ー
十
五
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
監
修
／
高
階
　
　
秀
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
脚
本
／
谷
川
俊
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
音
楽
／
武
満
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
語
り
／
岸
田
今
日
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
監
督
／
岡
崎
　
　
宏
三

博
物
館
資
料
（
七
月
分
）

あ
U
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

小
島
松
三
郎
（
下
条
本
町
代
表
）

池
田
　
信
栄
（
焼
野
）

阿
部
久
莫
子
（
高
田
町
三
東
）

庭
野
　
栄
作
（
泉
町
）

野
上
　
定
雄
（
高
島
一
）

俵
山
　
利
久
（
ニ
ツ
屋
）

滝
沢
　
栄
輔
（
本
町
一
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
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参
加
団
体
を
募
集
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
　
1
市
民
芸
能
祭
秋
の
部

　
秋
の
部
の
市
民
芸
能
祭
の
参
加
団

体
を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。
文
化
・
芸
術
の
秋
に
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
対
象
…
…
音
楽
、
民
踊
（
謡
）
、
詩

吟
、
演
劇
な
ど
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
発
表
で
き
る
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
グ
ル
ー
プ
。

▼
発
表
の
日
：
ろ
ぎ
の
日
の
い
ず
れ

か
一
日
。
（
演
劇
を
除
い
て
、
時
間
は

一
団
体
二
十
分
程
度
）

。
十
月
十
六
・
二
十
・
二
十
三
・
三

十
日・
十
一
月
六
・
十
五
日

▼
申
込
み
－
…
八
月
三
十
一
日
ま
で

民踊講習会
～盆踊りの講習会へどうぞ～

●期日　8月7日囲

●時間　午後7時～9時半

●場所　市民体育館

●対象　年齢性別は不問

●申込　当日会場で受付

会大踊民

　～民踊・盆踊りを盛大に～

●期日　8月16日（日）

●時間　午後6時半～9時半

●場所　市民体育館

●対象　どなたでも参加できます

訓
練
生
を
募
集
（
昭
和
57
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
●
年
齢
　
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下

　
●
願
書
受
付

　
　
九
月
一
日
～
十
月
二
十
日

　
●
選
考
日
　
十
月
三
十
日
㈲

　
●
そ
の
他
　
遠
方
の
か
た
は
、
寄

　
　
宿
舎
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
魚
沼
高
等
職

業
訓
練
校
（
奮
〇
二
五
七
九
四
ー
二

四
一
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

に
十
日
町
市
公
民
館
本
館
ま
た
は
、

各
地
区
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
…
十
日
町
市
公
民

館
事
業
係
（
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

穂
掴
虎
雄

　
　
、
講
演
会

禦
題『
男
の
生
き
ざ
ま
』

と
　
き八
月
七
日
囲

　
　
　
　
午
後
六
時
半
よ
り

と
こ
ろ
、
，

、
市
民
会
館
ホ
ー
ル

廉
入
鰯
琳
素
料
で
ず
盈

、
多
数
ご
来
場
ぐ
だ
ざ
い
。

J
C
ス
ク
ー
ル
の

講
演
を
一
般
公
開

騰
講
師
プ
O
フ
ィ
聾
ル
リ

　
，
昭
和
十
三
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。

小
学
校
三
年
の
時
、
幼
い
弟
を
医
者

に
診
て
も
ら
え
ず
失
う
。
こ
の
悲
し

い
体
験
か
ら
医
師
を
志
し
苦
学
の
末

阪
大
医
学
部
に
入
学
。
卒
業
後
、
．
日

本
の
医
療
の
矛
盾
、
荒
廃
に
射
し
、

医
療
法
人
徳
洲
会
を
設
立
、
全
国
の

．
医
療
荒
廃
の
地
に
病
院
を
開
設
せ
ん

と
粛
奔
西
走
し
て
い
る
。

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
高
等
学

校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
訓
練
生
を

つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
●
募
集
訓
練
科

　
　
　
電
気
施
設
科
　
二
十
名

　
　
　
測
量
科
　
　
　
二
十
名

　
●
応
募
資
格

　
　
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
昭
和
五

　
　
十
七
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
）

県
芸
術
祭
文
芸
部
門
作
晶
募
集

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
文
芸

の
振
興
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
六

年
度
芸
術
祭
文
芸
部
門
の
作
品
を
つ

ぎ
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

■
種
目
　
小
説
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

　
　
　
川
柳
（
各
種
目
と
も
一
般
・

　
　
　
高
校
の
部
）

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
者
は
だ
れ

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
賞
　
入
選
作
品
の
う
ち
優
秀
作
品

は
各
種
目
一
編
ず
つ
芸
術
祭
賞
を
授

与
す
る
。

■
応
募
上
の
注
意

　
応
募
は
一
種
眉
一
編
に
限
る
。
一

人
二
種
目
以
内
。
原
稿
は
返
却
せ
ず

■
締
切
日
　
十
月
九
日
囲

■
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
教
育

課
（
8
七
ー
五
〇
一
一
番
）
へ
．

十日町の

噸
㌧入

なりました』

ん
ら

▼
横
浜
生
ま
れ
の
横
浜
育
ち
で
こ
の

四
月
か
ら
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の

よ
、
市
内
四
日
町
四
の
滝
沢
由
美
さ

ん
で
す
。
夫
の
泰
之
輔
さ
ん
（
会
社

役
員
）
と
は
、
学
生
時
代
に
ス
ギ
ー

で
知
り
合
い
、
そ
の
後
四
年
問
の
交

際
を
経
て
今
春
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

▼
「
今
冬
の
豪
雪
の
こ
と
は
、
マ
ス

コ
ミ
や
写
輿
な
ど
で
見
て
驚
く
ば
か

り
で
し
た
が
、
そ
ん
な
中
の
生
活
を

わ
か
ら
な
い
な
が
ら
に
考
え
る
と

恐
し
い
気
が
す
る
ん
で
す
よ
」
と
、

夫
の
泰
之
輔
さ
ん
に
、
交
通
の
こ
と

冬
期
間
の
食
物
の
こ
と
な
ど
を
、
主

婦
の
立
場
か
ら
、
聞
き
出
し
て
い
ま

し
た
。

▼
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
「
皆

さ
ん
が
親
切
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
傷
そ
れ
と
た
べ
も
の
、
特
轟

す
し
と
そ
ば
が
美
味
し
い
と
思
い
諜
、

し
た
．
た
だ
、
こ
の
省
霧
墓
課

な
ど
お
穣
段
が
少
し
海
艶
よ
ケ
灘
灘

・
が
し
ま
す
。
｝

　
　
「
先
貝
、
十
七
夜
の
お
祭
り
に
行

き
ま
し
た
が
、
都
会
の
．
そ
れ
ど
獄
、
、
』

全
く
違
う
、
素
朴
な
良
さ
を
感
¢
叢

し
九
。
」

▼
テ
ニ
ス
と
旅
行
と
い
う
趣
殊
あ
蕪

通
す
る
お
二
人
で
す
が
、
　
『
こ
れ
勢
冨

ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
時
間
磯
懲

約
め
中
で
も
、
自
分
奎
人
の
藩

ス
を
大
事
に
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
勲

を
考
え
て
ゆ
き
た
い
』
と
、
や
秦
戯
・

　
　
き
び
し
い
夫
の
泰
之
輔
さ
悔
瀧

ル
を
注
ぎ
な
が
ら
、
将
来
の
憲

　
と
を
話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
懇
趨
・

　
た
。

「
ア
ジ
ア
・
現
代
と
未
来
」
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　
県
海
外
派
遣
連
絡
協
議
会
と
青
年

の
船
の
会
が
主
催
し
て
、
　
「
青
年
の

船
」
に
参
加
し
た
青
年
達
の
訪
問
国

で
の
友
好
・
親
善
活
動
を
中
心
に
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
展
「
ア
ジ
ア
・
現
代

と
未
来
」
を
開
催
し
ま
す
。

8
月
1
日
困
午
後
一
時
～
八
時

8
月
2
目
㈲
午
前
十
時
～
午
後
八
時

　
於
・
十
日
町
市
公
民
館

（
入
場
は
無
料
）
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八
月
十
一
・
十
二
日

㌧
．
｝
．
5
　
『
　
．
レ
P
．
・
．
ひ
．
甲
9
・
　
．
　
　
・

　
八
月
十
一
日
（
火
）
か
ら
福
祉
年

金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
指
定
郵
便
局

で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
金
受
取
後
は
、
所

得
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
福
祉

年
金
証
書
を
左
表
で
指
定
さ
れ
た
場

所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
ま
た
は
代
理
人

福
祉
年
金
証
書
と
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
係
員
が
出
向
い
て
い
ま
す
。

そ
の
日
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
八

月
十
三
日
以
後
福
祉
年
金
の
支
払
い

を
受
け
、
福
祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を

市
民
生
活
課
年
金
係
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
金
証
書
を
年
金
係

に
提
出
し
な
い
と
次
期
（
五
十
六
年

十
一
月
、
五
十
七
年
四
月
、
五
十
七
年

八
月
支
払
い
分
）
の
支
給
が
ヌ
ト
ッ

プ
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
壼
七
ー
三
一
二
番
内
線
二
一

九
）
へ
。

期
　
　
日

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

8
月
11
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
3
時

十
日
町
郵
便
局
十
　
　
日
　
町
　
　
郵
　
　
便
　
　
局

（
市
民
生
活
課
年
金
係
員
）

＋
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
窓
口

8
月
1
2
日
困

午
前
9
時

～
午
後
3
時

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

土
市
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局
魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局
魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
傾
局

越
後
水
沢
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易

郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局
新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
農
協

主
任
に

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

六
箇
地
区
公
民
館
俵
山
に

※
例
年
、
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、
午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い

　
ま
す
。

※
複
写
の
福
祉
年
金
請
求
書
は

　
だ
さ
い
。

、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
も
ち
く

　
七
月
十
日
号
の

市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
下
水
道

排
水
設
備
等
工
事

責
任
技
術
者
等
の

登
録
申
請
期
間
は

七
月
三
十
｝
日
ま

で
で
す
。

　
登
録
申
請
が
お

済
み
に
な
っ
て
お

ら
れ
な
い
か
た
は
、

期
間
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
間
を
経
過
し

た
場
合
は
、
登
録
資
格
が
無
効
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
責
任
技
術
者
等
の

証
票
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
二

十
一
日
の
間
に
交
付
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
持
参
の
う
え
、
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
交
通
安
全
連
絡

　
協
議
会
長
表
彰

O
交
通
安
全
優
良
校

　
馬
場
小
学
校

O
交
通
安
全
優
良
事
業
所
団
体

　
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

O
交
通
安
全
作
文
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

　
作
文
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
秀
賞
　
村
山
千
賀
子
（
東
小
六
年
）

　
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
秀
賞
　
中
沢
英
樹
（
東
小
二
年
）

ー
七
月
二
十
四
日
、
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
、
交
通
安
全
宣
言
十
九
周

年
記
念
大
会
で
受
彰
ー

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
六
日
（
木
）
、
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
座
第
］
、
第
二
の
各

『
部
▼
八
月
十
一
日
（
火
）
、
午
前
九

時
～
午
後
『
時
ま
で
、
高
田
町
三
丁

目
南
、
桜
木
町
、
美
雪
町
三
丁
目
、

寿
町
三
丁
目
、
寿
町
四
丁
目
、
昭
和

町
一
丁
目
の
各
一
部
、
栄
町
　
▼
八

月
十
二
日
（
水
）
、
午
前
九
時
半
～

午
後
一
時
半
ま
で
、
東
枯
木
又
、
西

枯
木
又
　
▼
八
月
十
八
日
（
火
）
、

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
高
山

第
二
、
第
三
、
第
四
、
春
日
町
一
丁

目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
錦
町
山
丁

目
、
二
丁
目
の
各
一
部

住
宅
金
融
公
庫

　
　
住
宅
資
金

　
申
込
み
受
け
付
け
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
込
み
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
八
月
十
二
日
ま
で

選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

り
行
い
ま
す
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）

の
場
合
四
百
十
万
円
～
四
百
三
十
万

円
。
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
V
な
ど

が
同
居
す
る
場
合
五
十
万
円
～
百
五

十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制
度
が

あ
り
ま
す
。

利
率
　
年
五
・
五
％

返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内
申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
と
表
示
し
た
金
融
機
関
へ

8
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

8
月
12
日

　
（
水
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
2
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
2
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

茄
年
2
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
児

児
　
学
　
級

8
月
2
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

56
年
3
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定
8
月
2
4
日

　
（
月
V

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
1
0
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

お
願
い
諭
欝
謝
鶏
篶
鰹
翻
鶉
櫛
雛
み
が
い
て
来
て
下
さ
い
。

2
日

…
9
日

…
1
6
日

30　23
日　　日

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
…

　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
8
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
8
2
の
2
1
7
4
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
8
2
の
3
2
6
9
番

献血車日程
8月4日㈹　十日町市役所前

8月5日困　中条病院前

8月6日㈱　下条公民館前

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

むし歯のないよい子
　　　　　（7月までの分）

住　　所 氏　　名 保護者

新座第3 後藤　雄司 弘成

新座第4 重野　　裕 幸平

学校町2 島田　幸恵 国則

高田町5 霜垣美奈子 正史

峠 橘沢　志乃 政二

水沢第3 丸山　鋭治 勝重

本町2丁目 滝沢　　梢 明

丸　山　町 根津　妙子 道夫

山　　　際 田村　美保 利春

北　　　原 佐藤　直人 保

宇田ケ沢 桜井　　健 守

O
－

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
鮎

　
　
赫

8老5
　　口70号口

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）発行／毎月25日

国
民
年
金
移
動
相
談
所
を
開
設

　
国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
重
な
る

改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
で
は
、

無
年
金
者
解
消
を
め
ざ
し
て
、
市
内

十
一
ヵ
所
で
移
動
年
金
相
談
所
を
開

設
し
、
国
民
年
金
や
各
種
年
金
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
・
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社
会

保
険
事
務
所
と
共
催
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質
問
、

相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
九
月
一
日
（
火
）
の
市

役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
の
ほ
か

厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
そ
の
他
の
会
場
で
は
、
当
日
保

険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る
か
た
の
集

合
徴
収
も
行
い
ま
す
の
で
、
未
納
さ

れ
て
い
る
人
は
、
現
金
持
参
の
う
え

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
長
期
未
納
者
の
訪
問
徴
収
も

行
い
ま
す
．

　
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所
の
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
所
の
開

設
を
希
望
さ
れ
る
地
区
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
民
生
活
課
年
金
係
（
鱈
七
1

一
三
一
】
番
内
線
二
一
八
）
へ
。

こ
　
な
　
は
　
談

♪
ん
＞
人
＞
相
＞
に
＼

●
現
在
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
り
し
て
資
格
期
間
が
足
り

る
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
人

●
年
金
手
帳
が
な
い
人

●
そ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人

　
相
談
に
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職

歴
の
メ
モ
（
会
社
名
、
従
事
年
月
目

を
書
い
た
も
の
な
ど
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

毎
月
十
五
日
は
ー

　
国
民
年
金
定
例
相
談
日

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

営
業
者
な
ど
会
社
員
や
公
務
員
な
ど

を
除
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
加
入
し

て
い
る
わ
が
国
で
一
番
大
き
な
年
金

　

1移動齪と謬る47
し

を　9月1日就業改警センター（北鐙坂）

　
第
二
回
目
の
移
動
市
民
と
語
る
日
は
北
鐙

坂
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
地

域
の
課
題
や
日
頃
考
え
て
い
る
ご
意
見
を
気

軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
問
い
合
せ
と
ご

連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
⊥
三

二
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

f
十
月
一
日
の
会
場
は
下
条
地
区
公
民
館

で
す
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

時

禽

　　　　　　　　麟　　　　蕪　　鑛撫

期

日

9
月
1
日
㈹

9
月
2
日
因

9
月
3
日
困

9
月
4
日
樹

9
月
7
日
月

間

午
前
1
0
時

～
午
後
3
時

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

会

場

市
役
所
市
民
相
談
室

大
　
井
　
田
　
公
　
民
　
館

中
　
条
　
　
公
　
　
民
　
　
館

羽
　
根
　
川

荘
（
六
箇
）

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
（
蓋
躯

川
治
集
落
セ
ン
タ

城
之
古
消

費
組
合

市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

博

物

館

水
　
沢
　
出
　
　
張
　
所

野
　
中
　
　
小

学
　
　
校

備

考

※9月1日の市役所会場では、長岡

社会保険事務所と共催で、厚生年金

の相談にもお答えします。

N
彫

　
　
　
　
　
＼

照

、
　
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
を

十
分
理
解
し
な
い
た
め
、
ま
だ
任
意

加
入
し
な
い
人
や
加
入
し
た
け
れ
ど

も
も
っ
と
制
度
や
内
容
を
く
わ
し
く

知
り
た
い
と
か
、
手
続
き
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
市
民
生
活
課
年
金
係

　
　
秋
季
消

　
つ
レ
九

　
で
イ
ま

　
区
サ
し

　
地
　
、
せ

　
各
は
ら

　
、
日
知

　
が
当
お

　
習
　
。
で

　
演
す
の

　
防
ま
す

　
消
れ
ま

　
季
さ
し

　
秋
施
ら

　
の
実
鳴

　
団
で
を

　
防
程
鐘

　
消
日
半

　
市
の
　
、

　
　
ぎ
ン

午後3時～7

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
な
お
一
層

国
民
年
金
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
窓
口
相
談
の
ほ
か

毎
月
十
五
日
を
国
民
年
金
定
例
相
談

日
と
定
め
ま
し
た
。
移
動
相
談
所
等

に
お
い
で
い
た
だ
け
な
い
か
た
は
、

こ
の
相
談
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

防
演
習
を
実
施

地区　名 日　　時 場　所

下条

（第13、14分団）

8月30日

午前8：30～

下条小、中

グラウンド

中条

（第5、6、7分団）

9月6日
午前9：00～

中条小学校

六箇

　（第8分団）

9月6日
午前8：00～

六箇小学校

水沢

（第15、16、17分団）

9月6日
午前8：30～

野中小学校

十口町、十日
町山地、川治
（警、本、1、2、3、

4、10分団）

10月11日

　時間未定
会場未定

吉田

（第11、12分団）

10月18日

午前8：30～
吉田中学校

＼


